特別記事 2005年ノーベル賞自然科学３部門の受賞者決まる by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2005年 10月号
12 Science & Technology Trends   October  2005 13
2005年ノーベル賞　自然科学3部門の受賞者決まる
1．自然科学 3部門受賞者と受賞理由の概要
盧 生理学・医学賞
Barry J. Marshall（豪） ：西オーストラリア大学
J. Robin Warren（豪） ：病理医学者
受賞理由
「ヘリコバクター・ピロリ菌の発見および胃炎や消化性潰瘍の原因菌であることを解明」
　従来、胃炎や消化性潰瘍は、ストレスや生活習慣が主な原因である慢性疾患と考えられてい
た。消化性潰瘍に対する治療法としては胃酸の分泌の阻害薬が使用されてきたが、一度治癒し
ても高頻度で再発していた。
　Warren氏は、患者の胃の下部に曲がった形の小さい細菌が生息していることを発見し、こ
れに興味を持ったMarshall 氏はWarren氏と共同で患者100人からバイオプシーを行って組織
を採取し、1982年に胃の中に棲む未知の細菌の培養に成功した。この成果は 1984年の Lancet
誌に「胃炎や消化性潰瘍患者の胃の中に存在する未知の細菌（Unidentified curved bacilli in 
the stomach of patients with gastritis and peptic ulceration）」として発表された（Lancet, 1984, 
1（8390）：1311‐1315）。
　その後、この細菌はヘリコバクター・ピロリと命名され、現在、人の胃に生息する唯一の細
菌として知られている。胃の中は強酸性のため通常細菌は生存できないが、ピロリ菌はウレア
ーゼ酵素の生産により酸性度を下げて周囲を増殖に適した環境に変えている。この性質により
ピロリ菌は胃に感染することができ、胃粘膜に炎症を起こして消化性潰瘍などを発症させるこ
とが明らかにされた。
　さらに両者は、治療としてピロリ菌の除去を行い、その結果消化性潰瘍が治癒することを報
告した。この結果、抗生物質と胃酸分泌阻害剤の併用で消化性潰瘍が治療できるようになった。
　現在では、消化性潰瘍の 80％以上はピロリ菌が原因で発症していると考えられ、また、近
年は胃がんとピロリ菌との関係が示唆されるなど、本研究の成果は社会的に大きく貢献するも
のである。
　2005年のノーベル賞自然科学３部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受
賞者が決まった。10月３日にスウェーデン　カロリンスカ研究所より生理学・医学
賞が、同国王立アカデミーから４日に物理学賞、５日に化学賞が発表された。以下
に３部門の受賞者と受賞理由について紹介する。
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　なお、今回の生理学・医学賞ならびに化学賞の対象となった研究は、本誌・連載
記事として報告した「急速に発展しつつある研究領域調査」においても、最近の発展
領域として検出されている（P.48参照）。
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盪 物理学賞
Roy J. Glauber（米） ：ハーバード大学
John L. Hall（米） ：コロラド大学、国立標準技術研究所
Theodor W. Hänsch（独） ：マックスプランク研究所、ルードビッヒ・マクシミラン大学
受賞理由
「光の干渉性の量子論」および「レーザを使った精密分光」に対して
　1905 年にアインシュタインが光量子説を提唱してから、波及び粒子としての性質を持つ光
の二重性が認識されるようになった。この奇跡の年から 100年目となる今年の物理学賞は、光
についての２つの研究「光の干渉性の量子論」および「レーザを使った精密分光」に対して贈
られることとなった。
　Glauber 氏は、量子電磁気学を用いて光の性質を理論的に研究し、1963年に光の干渉を電磁
場の量子化を用いて記述する方法を見出した。これは、近年進展を見せている量子光学と呼ば
れる分野の先駆けとなる基礎理論である。将来、量子光学の発展は、量子通信や量子コンピュ
ータの実現に貢献すると期待されている。
　一方、Hall 氏および Hänsch氏は、レーザを使った精密分光における先駆的な研究を行なった。
その代表的な技術である光周波数コム（櫛）という技術は、モードロックレーザと呼ばれる超
短パルスレーザー（種々の波長の波が重なり合った波束）を周波数に対してフーリエ変換する
ことで、一定の周波数間隔で発振している多数の連続波レーザの集合体を得るものである。そ
の形状から光周波数のコム（櫛）と呼ばれ、光周波数の物差しの目盛りとしての利用が可能で
あることから、種々の分野で応用が進んでいる。また、本技術を用いることにより 1,018HZの
周波数まで正確に計測することが可能と考えられており、GPSの精度向上などの社会的な応用、
新しい時間標準設定のような基盤技術としての応用、反物質と物質の研究のような物理学への
展開なども期待されている。
蘯 化学賞
Yves Chauvin（仏） ：フランス石油研究所
Robert H. Grubbs（米） ：カリフォルニア工科大学
Richard R. Schrock（米） ：マサチューセッツ工科大学
受賞理由
「有機合成におけるメタセシス反応の開発」に対して
　有機化合物は医薬品、各種材料などとして、現在世界中で多量に使用されている。有機化合
物を合成する際には通常各種反応が利用されるがメタセシス反応は、炭素‐炭素二重結合を有
する化合物が分子間で結合の組み替えを行うもので、重要な有機合成反応となっている。また、
メタセシス反応を進行させるには触媒が必須である。例としてプロピレンのメタセシス反応を
以下に示す（Rはメチル基）。
　Chauvin 氏はこのメタセシス反応の機構を解明し触媒の役割を明らかにした。またGrubbs、
Schrock両氏はメタセシス反応に使用する触媒を検討し、反応の選択性が高いなどの特徴を有
する効率的な触媒を開発し、このことにより本反応の応用範囲が拡大した。これらの触媒は医
薬品などの合成にも広く使用されている。
参考文献：ノーベル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
